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１．はじめに

ここでいう博物館学的とは商業主義的産物の歴史的見
世物の陳列を意味しない。対象とするアイテムに対して
工学的研究を時間的空間的に捉えて、新たな展開を追及
することである。[3] この空間とは　主として過去の使
用済みのコンピュータ本体、周辺機器類、支援機械類,

基本ソフトウェア、適用プログラムとそこで使われたプ
ログラム言語類、ネットワークとその施設と部品類、シ
ステムと製品仕様書、標準文書、技術報告書、関連技術
文書と文献とそのリスト等から構成される。生きた機能
的空間にする為には次の要素と準備が必要となる。時代
別，論理回路技術別、コンピュータメーカ別、産業別も
しくは適用システム別、規模別システム構成とソフトウ
ェア配分、ネットワーク規模と技術レベル、地域別･規
模別ネットワークシステム等の時間的連続性のある資料
類、もしくは機械類の集合の収集物の確保である。これ
らを時間的又は時代的技術の進化を組み立てられるデー
タベースと模擬コンピュータシステムとそのための作業
空間である。研究目的と条件に応じた検索機能と評価の
ために必要な資料類の有機的羅列と実演の作業空間を作
成する。これらによりコンピュータ技術の開発手法とし
て、研究課題調査のため、コンピュータ技術の動向評価
として、新製品開発指針の基礎資料として、コンピュー
タシステム設計の基本指針の資料として、技術配分に関
するTrade-Off 研究資料として、ネットワークコンピュ
ーティング技術の現状確認と将来への評価資料としし、

国の政策的指標として、又コンピュータ教育の教材とし
ても供することが可能である。[1] [2] [4] [7]

２．研究手法の意義

この30年間のコンピュータシステムの技術又は計算
機能の道具としての50年とこれらに伴う産業の著しい
発展は周知の通りである。これは多大な社会的変革をも
たらし、又多くの社会的国家的貢献を生み出している。
[5] [6] [9] [10] [11] この展開の基盤には科学的な研究と技
術的支援があった。しかし多くは国際的企業間競争の中
で技術的経済的発展が行われている。その結果としての
生産物が次々と工学的生産技術的進展を増殖している。
ここでは従来の工学的試作と普及と改善の中から新たな
産業として誕生するプロセスは否定されている。競争型
経済性を重視した技術と製品は従来の工学的有用性を時
として排斥しつつ進展する。[11] [12] [13] [14] [15] [16]  ま
た過去の優れた技術的資産は正しく累積しその拡張の中
で技術的発展となって次の基盤を生成する。そして現在
の製品群としてシステムを提供している。一方、置き去
られた過去の有用な資産そのものは現社会での機能を失
い、死に等しい遺物となって世の中から忘れ去られ、価
値のないもの邪魔者としてスクラップされる。恐るべき
事はこれらの現状の競争の中で培われた有用性と効率を
求めた結果として優れた過去の技術と智恵がそれらの物
としての製品と共に消滅されている事である。現時点で
死んでいる製品類や技術群も時間軸の中で捕らえること

コンピュータシステムの博物館学的研究手法について

情報処理学科　夏 目 武

要旨：近年のコンピュータシステムとネットワーク全般にわたる情報処理技術と産業技術の発展及びその
成果は著しく、社会的文化的変革をもたらすに至っていることは周知の通りである。その発展の基盤には
工学的基盤としてのフォンノイマン方式のコンピータアーキテクチャーとシリコン技術を中心とした回路
技術の進歩であり、科学技術的側面の進展というよりもむしろ，商業主義的競争による閉じた産業技術の
進展として見ることが出来る。この商業主義的技術の顕在化した技術には必ずしも工学的な適性と最適性
がない。ここでは博物館学的研究空間を実現することにより、新たな工学的創造を生み出す研究手法を提
案する。それは過去の技術とその製品群を調査評価し、正しい工学的動向と将来への方向付けと隠された
又は忘れ去られた技術を発掘してその技術的継続の中で今後の展開を予想し、過去の技術的遺産と知恵を
保存する事である。ここでは事例を通して博物館学的手法による発展の評価とその意義と必要性を説く。
キーワード：コンピュータシステム、博物館学的研究手法、コンピュータ技術史



く、それぞれの最適値の和を最適値として強いられる結
果となっているように見える。近来のパーソナルコンピ
ュータの技術的進歩と産業の発展は誠に著しく、その社
会や私生活への恩恵は言い尽くせないものがある。反面、
必要とする機能目的を越えた付加的な機能をぶら下げ且
つその費用の負担を強いられているのである。システム
の性能の最適化も同様にして両者の適用プログラムの融
合の中で解決している。
最近の主張の中にco-design（協働設計）がある。[17]

[18] [19] この主張は正に1960年代の設計思想の復刻であ
る。同じにシステムの最適化に対するハードウェアとソ
フトウェアの機能的Trade-off（最適2分割法）技術の復
活である。

Object Oriented Programming (OO) の技法はすでに1944

年にB．Coxによりその意義がまとめられている。[20]

IC, LSI, VLSI, GLSIとハードウェアテクノロジーの進歩は
急激で指数関数的に性能と生産性を上げてきていること
は周知のことである。一方、分離したソフトウェアの進
展はこれと比べると大きな進展は見られない。[8] [20]

むしろ機能を充実展開させるために、汎用情報処理機械
への適用プログラムとして巨大化、肥大化、複雑化の道
をたどった。当初の投資効率は見かけ上ハードウェアに
比して小さく押さえることが出来るが、複雑化した論理
構造の変更管理とその中での問題解決とそれらに伴う保
守作業は逆に大きな負荷とし課せられてきた。のみなら
ずシステムの生産性向上の要求とその追求は安易なソフ
トウェア開発に進み、その結果、システムの肥大化と複
雑化に進み、人的管理能力を超えるまでに至った。1980

年代半ばからの都市銀行のオンライン業務サービスの発
展に伴い、頂点に達している。系としてFTCS (Fault

Tolerant Computing System)のもとに巨額な投資と１バン
ク常時300人のSEを擁しても、この非生産性を解決する
道は見出せなかったという事例があり、一般的であった。
このOOはひとつの解決策として登場している。1996年
には IEEE Computerでは特集号の中で新しいシステム環
境下でのOOのmanagementの導入を説いている。[21]

[22] 今やMainframeの巨大コンピュータシステムの一
括統括型からmainframeを密に結合されたLinkage Online

で分散化集合体として巨大システムへと変わっている。
これらに対しても独立しているソフトウェアは同様な生
産性向上を要求されているのである。次の段階への技術
的継承と生産性を追求した道はこれらの事象の分析と評
価から、求められるものと期待される。
コンピュータシステムアーキテクチャの追求はスーパ

コンピュータとMPCS (Massive Parallel Computing System)

の方向に展開しているがいずれも1980年代のベクトル

で立派に生き返り、技術の展開と次段階への展開への足
がかりと技術予測のための支援を与えてくれる。単なる
競合的経済効果の為に、取り上げられなかった技術もこ
れらに加わることで健全な技術進展として再評価が可能
になる。その他アーキテクチャーの側面、システム的側
面、ソフトウェア的側面、純粋の技術的則面と経済的技
術的側面、人にやさしいシステムとしての人間工学的側
面、安全性信頼性の側面、技術保証の側面、規格文書化
の有効性の側面、コンピュータ技術への支援，国策とし
ての政策指針の側面等々、あらゆる可能性を創造できる
自由な研究基盤と空間の生成が可能となる。[5] [6] [7]

このように多様なコンピュータ技術とその関連分野の基
盤的調査研究に役立てる研究手法としての位置付けが与
えられる。これが単なる個人研究の手法としてとどまら
ず、公開され全国規模の共同利用研究空間として供され
るならば大きな意義を持つ事になる。

３．研究手法の提案

考えられる評価の側面‐時間的、事象的、製造企業別，
製品別，生産形態別、機能別等の切り口としては以下の
ようなものが考えられる。
0. コンピューティングとしての道具箱
1. アーキテクチャ
2. OS (Operating System)とその構成要素と構造
3. マイクロプロセッサーと周辺技術
4. データマネージメント
5. ソフトウェア工学と製品開発とシステム設計
6. プログラミング言語の変遷
7. ヒューマンインターフェス技術とアクセスビリティ
8. 情報ネットワークとコンピューティング
9. WWW (World Wide Web)の過去･今･未来
A. コンピュータ関連規格文書類
B. AI (Artificial Intelligence)の進展と評価
C. スーパコンピューティングの誕生過程と発展
D. MPCS (Massive Parallel Computing System)

E. コンピュータシステムの信頼性と安全性の次段階
F. 企業製品別展開
ここでは、技術の歴史的展開の分析と評価が一つの研究
空間で可能とした場合を考える。一例としてコンピュー
タシステムの発展のあり方を評価し今後の方向付けを行
おうとする場合を想定する。1972年に IBM Corporation

はハードウェアとソフトウェアの価格分離を発表してい
る。[16] [17] この事象はハードウェアビジネスとソフ
トウェアビジネスの分離を意味している。またハードウ
ェア設計とソフトウェア設計の分離おも意味している。
この結果として一般使用者はシステムの最適値ではな
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処理方式の延長線上での概念に過ぎないし，その開発動
向も歴史的な流れの中から評価すると非常に理解しやす
いし、次段階への指針を与えてくれる。[24] 計算機械
としての単能としては明確な方向を示している。又、
MPCSは CORBA (Common Object Request Broker

Architecture)と融合して革新的なコンピュータ体系を提
案してくることになろう。[7] [23] [24] [25] さらに加え
て、システム、ハードウェア、ソフトウェア、ヒューマ
ンインターフェス等コンピュータ技術の規格化は歴史的
発展の中に大きな役割をなしていることも理解できる。
1962年のASCII codeの制定に始まり、1980年 FORTRAN

(ISO 1539), 1990年漢字符号( JIS X 0208)、等枚挙に限りが
ないが、これらの国際規格と国内規格の融合は開発製造
の自由度を束縛することなく、混乱を避け，生産性向上
に貢献している。これは管理工学手法へのひとつの大き
な展開である。 [13] [14] [15]

日本における、1970年の情報処理振興事業法の適用と効
果は、後の日本のコンピュータ産業の発展と企業の世界
水準への成長をもたらして国際的な競争力をつけている
こととして評価される。又トロンプロジェクトの成果の
歴史的、環境的、経過的、経済的評価はこれらの空間か
ら種々の側面から評価分析し、正しい評価と技術的示唆
と、次段階への展開が与えられることになる。

30．今後の取り組み

博物館学的研究空間の実現は物理的な博物館的な資料
室もしくは資料館を作ることから始まる。同時に、先に
掲げた資料を収集する、整理分類する、データベース化
する、極力システムまたはコンピュータが稼動可能状態
に整備する、組織的運用管理体制を設計する、協力者と
資金現源を探し設立体制を結成する等々、多くの段階が
必要である。ここではその意義と可能性を主張する。加
えて、コンピュータ産業にみる技術の革新的発展は特に
PCのライフサイクルを極度に短縮し、結果として古い
技術はスクラップとして処理される運命にあり、資料収
集は容易となっている。又ここ、つくば市に点在する研
究施設はほぼ15年を迎えて、コンピュータ設備の交換
時期に入っていて、いわゆる過去の遺物としての古いシ
ステム類の入手が非常に容易であることも大きな動機と
なっている。平成12年度の科研費としてここで示した
コンセプトを提案し調査研究費を要求している。 なお、
著者の研究室はこの目的に添った資料室として小規模な
がら資料の収集と評価分析の実践を目指した研究空間の
実現を行っている。著者へのアクセスポイントは次の通り、

natsume@cs.k.tsukuba-tech.ac.jp
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